
　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
の
機
能
評
価

係
数
Ⅱ
を
構
成
す
る
要
素
の

一
つ
に
、
地
域
医
療
へ
の
貢

献
度
を
評
価
す
る
「
地
域
医

療
係
数
」
が
あ
る
。
医
療
計

画
の
５
疾
病
５
事
業
等
に
係

る
急
性
期
入
院
医
療
を
評
価

す
る
体
制
評
価
指
数
と
、
地

域
の
患
者
を
ど
れ
だ
け
診
て

い
る
か
を
評
価
す
る
定
量
評

価
指
数
を
組
み
合
わ
せ
て
係

数
に
置
き
換
え
、
病
院
の
状

況
を
評
価
す
る
。
２
次
医
療

圏
を
基
盤
と
す
る
標
準
病
院

群
で
地
域
医
療
指
数
が
上
限

値
の
６
点
だ
っ
た
の
は
、
４

月
１
日
時
点
で
道
内
９
病

院
。
小
樽
市
立
病
院
（
並
木

昭
義
事
業
管
理
者
、
有
村
佳

昭
院
長
・
３
８
８
床
）
は
初

の
「
満
点
」
と
な
っ
た
。

　
市
立
小
樽
病
院
と
小
樽

市
立
脳
・
循
環
器
・
こ
こ
ろ

の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
統
合
で

８
年
前
に
誕
生
し
た
小
樽
市

立
病
院
は
、
並
木
事
業
管
理

者
の
陣
頭
指
揮
の
下
、
職
員

一
丸
で
「
小
樽
、
後
志
の
基

幹
病
院
」
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。「
が
ん
」

「
脳
・
神
経
」「
心
・
血
管
」

「
認
知
症
」
を
４
本
柱
に
据

え
、
着
実
に
実
績
を
重
ね
る

と
と
も
に
診
療
体
制
を
強
化

し
、
昨
年
に
は
念
願
だ
っ
た

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
に
指
定
さ
れ
た
。
現
在
の

目
標
は
後
志
２
次
医
療
圏
初

の
地
域
医
療
支
援
病
院
だ
。

有
村
院
長
が
中
心
と
な
り
、

紹
介
率
・
逆
紹
介
率
（
23
年

度
か
ら
は
紹
介
割
合
・
逆
紹

介
割
合
）
向
上
に
向
け
て
積

極
的
に
地
域
と
の
連
携
を
強

化
し
、
今
年
度
中
に
道
内
19

施
設
目
の
承
認
を
目
指
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
◆

　
地
域
医
療
指
数
の
評
価

項
目
の
う
ち
「
が
ん
」
は
、

道
内
標
準
病
院
群
で
唯
一

の
「
満
点
」
と
な
っ
た
。
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

の
指
定
に
加
え
、
が
ん
治
療

連
携
計
画
策
定
料
を
算
定
し

た
患
者
数
の
割
合
が
高
か
っ

た
こ
と
が
高
評
価
に
つ
な
が

っ
た
。「
拠
点
病
院
の
取
り

組
み
と
連
動
し
て
、
退
院
患

者
に
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
パ
ス
に
つ
い
て
時
間
を
か

け
て
丁
寧
に
説
明
し
、
し
っ

か
り
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
も
要
因
と
な
っ
て
い

る
」
と
並
木
事
業
管
理
者
は

説
明
す
る
。
今
後
も
が
ん
診

療
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
し
て
、
化
学
療
法
室
長

を
専
従
化
し
、
腫
瘍
内
科
を

標
榜
予
定
だ
。

　
院
内
に
は
が
ん
診
療
セ
ン

タ
ー
を
含
め
、
７
つ
の
専
門

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
地
域
医
療
指
数
の
他
の

評
価
項
目
の
う
ち「
脳
卒
中
」

は
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
、「
心

筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
」

は
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
専
門
診
療
を
担
っ
て

お
り
、
以
前
か
ら
高
い
診
療

実
績
を
有
し
て
い
た
。
加
え

て
力
を
入
れ
た
の
が
「
精
神

疾
患
」
だ
。
精
神
科
身
体
合

併
症
管
理
加
算
の
算
定
を
強

化
し
た
こ
と
で
、
初
め
て
ポ

イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
。

　
災
害
拠
点
病
院
、
北
海
道

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関
、

小
樽
市
二
次
救
急
医
療
機
関

（
病
院
群
輪
番
制
病
院
）、
第

二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関

な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
、「
災
害
」「
救
急
」「
感

染
症
」
も
満
点
が
続
く
。

　
地
域
医
療
指
数
以
外
で
も

「
落
穂
拾
い
」
の
徹
底
で
高

い
点
数
を
目
指
す
こ
と
が
職

員
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
背
景
に
は
並
木
事

業
管
理
者
が
推
進
し
て
き
た

「
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
に
基

づ
く
意
識
改
革
」
が
あ
る
。

医
事
課
や
診
療
情
報
管
理
課

に
プ
ロ
パ
ー
職
員
を
採
用
し

て
お
り
、
今
後
は
医
療
情
報

の
専
門
部
門
も
開
設
す
る
予

定
だ
。
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
診

療
情
報
管
理
士
ら
は
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
分
析
を
通
じ
、
医
療

の
質
に
関
す
る
自
院
の
立
ち

位
置
を
示
し
、
医
師
ら
も
す

ぐ
に
具
体
的
行
動
に
移
す
意

識
が
定
着
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
◆

　
病
院
の
目
下
の
目
標
は
、

地
域
医
療
支
援
病
院
へ
の
指

定
だ
。
こ
の
課
題
に
対
し
て

も
全
職
員
が
共
通
の
意
識
を

持
っ
て
一
丸
で
対
応
し
、
実

現
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　
急
速
な
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
で
、
足
元
の
小
樽
市

は
高
齢
化
率
が
既
に
40
％
を

超
え
た
。
後
志
圏
の
地
域
医

療
構
想
で
は
、
２
０
２
５
年

に
現
在
の
急
性
期
病
床
の
半

数
が
過
剰
に
な
り
、
慢
性
期

病
床
数
は
３
倍
必
要
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
構
想

の
実
現
に
向
け
て
、
小
樽
市

立
病
院
が
地
域
医
療
支
援
病

院
と
な
っ
て
急
性
期
・
専
門

医
療
を
担
い
、
か
か
り
つ
け

医
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
圏

域
の
役
割
分
担
と
連
携
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
承
認
要
件
で
最
大
の
ハ
ー

ド
ル
で
あ
る
紹
介
率
・
逆
紹

介
率
の
達
成
に
向
け
て
、
幾

年
も
努
力
を
続
け
て
き
た
。

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
地
域
医
療
連
携
室
を
中

心
に
市
内
外
の
病
院
・
診
療

所
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た

め
、
訪
問
用
の
自
動
車
も
導

入
。「
特
に
熱
心
な
職
員
は

訪
問
回
数
が
年
間
延
べ
７
５

０
回
に
達
す
る
。
ど
ん
な
場

合
も
す
ぐ
に
行
っ
て
、
問
題

が
あ
れ
ば
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
く
れ
る
」
と
有
村
院
長

は
目
を
細
め
る
。

　
病
院
独
自
の
取
り
組
み
で

は
、
そ
の
年
の
紹
介
・
逆
紹

介
数
に
貢
献
し
た
医
療
機
関

を
１
施
設
選
ん
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
紹
介
患
者
・
逆
紹

介
患
者
報
告
」
が
好
評
だ
。

30
㌻
以
上
の
冊
子
は
、
ど
ん

な
患
者
が
施
設
間
を
行
き
来

し
た
か
一
目
で
分
か
り
、
医

学
的
に
興
味
深
い
症
例
報
告

も
掲
載
。
４
年
目
の
取
り
組

み
で
、
報
告
を
渡
さ
れ
た
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
は
増
え

続
け
て
い
る
。

　
有
村
院
長
は
「
か
か
り
つ

け
医
側
も
非
常
に
勉
強
に
な

る
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
。

作
成
に
手
間
は
か
か
る
が
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
い
い
、
並
木
事
業
管
理
者

も
「
互
い
に
紹
介
・
逆
紹
介

し
っ
放
し
で
は
な
く
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
の
が

重
要
。
そ
れ
が
紹
介
・
逆
紹

介
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
」
と
語
る
。

　
各
診
療
科
に
対
し
て
は
、

診
療
所
等
の
「
お
得
意
様
」

を
増
や
す
こ
と
を
指
導
し
て

お
り
、
市
立
病
院
の
内
視
鏡

室
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
使
用
し

て
も
ら
う
こ
と
も
推
奨
。
あ

ら
ゆ
る
診
療
科
か
ら
の
退
院

患
者
を
引
き
受
け
て
く
れ
る

後
方
支
援
施
設
を
増
や
す
こ

と
な
ど
で
「
互
い
の
機
能
を

分
化
し
、
連
携
を
強
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」
と
有
村
院

長
は
力
を
込
め
る
。

　
数
々
の
努
力
を
積
み
重
ね

た
結
果
、
紹
介
率
・
逆
紹
介

率
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
水
準

に
た
ど
り
着
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍

や
市
内
病
院
の
診
療
科
縮

小
、
常
勤
医
の
開
業
で
結
果

的
に
逆
紹
介
が
進
ん
だ
な
ど

の
側
面
も
あ
り
、「
恒
常
的

に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
さ

ら
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
必

要
だ
」（
有
村
院
長
）
と
気

を
引
き
締
め
る
。

　
紹
介
・
逆
紹
介
だ
け
で
な

い
、
か
か
り
つ
け
医
の
支
援

に
も
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。

「
住
民
の
大
病
院
志
向
に
対

し
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

よ
う
に
勧
め
る
患
者
教
育
も

重
要
だ
が
、
当
院
が
か
か
り

つ
け
医
と
の
勉
強
会
を
立
ち

上
げ
、
互
い
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
信

頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

支
援
の
仕
方
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
展
望
す
る
。

　
人
員
確
保
に
苦
し
む
医
療

機
関
へ
の
診
療
支
援
も
重
要

な
役
割
で
、
鍵
と
な
る
の
は

マ
ン
パ
ワ
ー
だ
。「
そ
の
た

め
に
は
若
い
医
師
が
来
た
い

と
思
う
魅
力
あ
る
病
院
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
並
木

事
業
管
理
者
）。
今
後
も
大

学
病
院
並
み
の
診
療
体
制
を

維
持
し
、
診
療
の
質
の
さ
ら

な
る
向
上
と
増
収
に
よ
っ
て

常
勤
医
確
保
に
努
め
、
地
域

医
療
へ
の
貢
献
に
ま
い
進
す

る
。

小
樽
市
立
病
院

小
樽
市
立
病
院

地域医療支援病院へ着々
職員一丸で連携・役割分担強化

ク
リ
ニ
ッ
ク
等
へ
の
訪
問
を
強
化
す

る
た
め
、
地
域
医
療
連
携
室
は
専
用

車
を
導
入
し
て
機
動
力
を
増
し
た

陰圧の車いすで新型コロナウイルス
感染患者を移動。コロナ禍にあって
は、一般病棟でコロナ病床数を細か
く調整しながら、患者を極力断らず、
通常医療とコロナ医療との両立に心
を砕いた

紹介患者・逆紹介患者報告は、地域の
かかりつけ医療機関から「勉強になる」
と大好評


